
今回今回７人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回７人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

南　條　　　治  議員 ７Ｐ

杉　山　　　清  議員 ８Ｐ

三　村　由利子  議員 ９Ｐ

関　　　誠一郎  議員 10Ｐ

三　村　孝　信  議員 11Ｐ

桐　原　健　一  議員 12Ｐ

加　藤　文　夫  議員 13Ｐ
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南
　
條
　
震
災
に
つ
い
て
、

１
日
で
も
早
い
復
興
を
見
据

え
た
中
で
伺
う
。
町
の
被
害

状
況
は
。

町
　
長
　
本
庁
舎
・
桂
支
所
・

教
育
関
連
施
設
等
々
に
甚
大

な
被
害
。
順
次
改
修
工
事
等

着
工
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長
　
物
的
関
係
で
一

般
住
宅
全
壊
　
棟
・
大
規
模

12

半
壊
９
棟
・
半
壊
１
２
９
棟
・

一
部
損
壊
１
，
６
１
２
棟

（
６
月
７
日
現
在
）。
道
路
　65

路
線
・
小
規
模
亀
裂
多
数
。

橋
梁
関
係
で
大
桂
大
橋
が
被

害
。

南
　
條
　
本
庁
舎
の
今
後
は
。

建
替
え
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
　
長
　
な
る
べ
く
早
く

や
っ
て
い
き
た
い
。
庁
舎
内

の
書
類
、
保
存
文
書
等
整
理

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
年
中
に
終
わ
ら
せ

た
い
。

南
　
條
　
桂
支
所
が
使
え
な

い
が
今
後
に
つ
い
て
は
。

町
　
長
　
次
年
度
取
り
壊
し
、

建
設
検
討
委
員
会
の
中
で
意

見
を
い
た
だ
き
、
建
設
を
し

て
い
き
た
い
。

南
　
條
　
圷
公
民
館
に
つ
い

て
は
。
使
用
で
き
な
い
状
態
。

地
域
の
人
が
非
常
に
困
っ
て

お
り
区
長
さ
ん
よ
り
旧
圷
小

の
体
育
館
を
借
り
た
い
旨
の

要
望
が
で
て
い
る
が
、
早
い

対
応
を
望
む
が
。

町
　
長
　
損
傷
が
ひ
ど
く
休

館
し
て
い
る
。
埋
立
地
に
建

設
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り

建
築
士
に
現
況
調
査
を
お
願

い
し
て
い
る
。

教
育
長
　
既
に
修
繕
が
終
わ

り
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

る
。

南
　
條
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
状
況
は
。

町
　
長
　
桂
・
七
会
で
部
分

給
食
を
行
っ
て
い
る
。

南
　
條
　
常
北
中
学
校
建
設

に
つ
い
て
。
余
震
の
続
く
中

で
の
建
設
で
強
度
的
に
大
丈

夫
な
の
か
。
工
期
に
つ
い
て

も
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の

か
。

町
　
長
　
ハ
ザ
マ
研
究
所
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
圧
縮
強
度

及
び
付
着
力
が
若
干
低
下
す

る
も
の
の
建
設
基
準
強
度
を

南
　
條
　
区
・
消
防
・
そ
の

他
の
団
体
と
会
議
を
も
っ
た

の
か
。

町
　
長
　
会
議
そ
の
も
の
は

開
催
し
て
い
な
い
。
区
長
・

消
防
団
会
議
の
際
、
被
害
状

況
等
説
明
。

南
　
條
　
通
信
手
段
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
　
長
　
電
気
系
統
が
切
れ

通
信
手
段
の
迅
速
さ
を
欠
い

た
の
が
実
情
。
桂
消
防
団
の

方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

総
務
課
長
　
災
害
の
情
報
収

集
・
発
信
。
今
後
見
直
し
を

行
い
防
災
計
画
の
中
に
盛
り

込
ん
で
ま
い
り
た
い
。
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
統
一

を
図
り
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
無
線
関
係
（
ア

マ
チ
ュ
ア
）
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
。
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 南條 
なんじょう

　　 治 　議員
おさむ

上
回
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
特
に
問
題
は
な
い
と

い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
、
３
週
間

程
、
遅
れ
て
い
る
。

地
震
復
興
に
つ
い

地
震
復
興
に
つ
い
てて

３
月

日
以
降
の

３
月
　
日
以
降
の
　
　
　

1111地
域
防
災
に
つ
い

　
　
地
域
防
災
に
つ
い
てて
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 杉  山 　　
すぎ やま

 清 　議員
きよし

杉
　
山
　
圷
地

区
避
難
所
（
公

民
館
、
旧
小
学

校
）
が
被
災
し

た
。
今
後
、
圷

小
学
校
校
舎
の

一
部
改
築
耐
震

化
と
、
地
域
防

災
計
画
を
考
慮

し
、
圷
地
区
の

交
流
の
場
と
し

て
校
舎
を
再
生

し
て
は
。

町
　
長
　
圷
地

区
避
難
所
は
全

て
被
災
し
、
今

後
は
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
来
年

の
消
防
団
再
編

で
、
幹
部
研
修

を
増
や
し
、
女

性
団
員
と
Ｏ
Ｂ

団
員
（
緊
急
時
）

を
組
織
化
し
て

は
。

町
　
長
　
幹
部

団
員
の
研
修
は

教
養
と
資
質
向

上
を
図
る
上
で

重
要
、
女
性
消

防
、
Ｏ
Ｂ
団
員

に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で

積
極
的
に
検
討

す
る
。

地域コミュニティと避難所対地域コミュニティと避難所対策策

原
子
力
災
害
対
策
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ

原
子
力
災
害
対
策
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
））

杉
　
山
　
こ
の
件
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｏ
事
故
以
来
再
三
質
問
し
た
。

福
島
原
発
圏
外
自
治
体
で
も
、

Ｅ
Ｐ
Ｚ
を
早
期
に
協
議
し
て

れ
ば
、
住
民
の
避
難
は
速
や

か
に
出
来
た
と
思
う
。
町
長

は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
エ
リ
ア
拡
大
に

対
し
、
協
議
会
等
で
要
望
し

て
頂
け
る
か
。

町
　
長
　
福
島
県
内
の
Ｅ
Ｐ

Ｚ
外
の
自
治
体
で
も
計
画
避

難
が
行
わ
れ
、
区
内
関
係
市

町
村
か
ら
早
期
の
圏
域
拡
大

要
望
が
多
く
、
私
も
、
Ｅ
Ｐ

Ｚ
に
つ
い
て
は
会
議
等
機
会

の
折
に
発
言
し
て
い
く
。

※
原
災
法
で
「
Ｅ
Ｐ
Ｚ
」
と

は
、
原
子
力
防
災
対
策
を

重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地

域
の
範
囲

杉
　
山
　
震
災
で
町
は
、
激

甚
被
災
地
に
指
定
。
甚
大
な

る
被
害
を
受
け
た
町
の
皆
様

に
対
し
、
町
義
援
金
、
支
援

制
度
が
あ
る
が
、
隣
接
自
治

体
を
勘
案
し
、
制
度
条
例
を

見
直
し
、
金
額
の
修
正
を
考

慮
し
て
は
。

杉
　
山
　
県
内
外
に
交
流
支

援
自
治
体
を
作
っ
て
は
、
災

害
時
の
水
確
保
は
大
事
で
、

再
々
指
摘
し
て
き
た
。
情
報

消防団再編と組織につい消防団再編と組織についてて

伝
達
に
は
防
災
無
線
の
統
一

化
と
集
配
業
務
用
バ
イ
ク
の

活
用
を
考
え
て
は
。

町
　
長
　
現
在
、
飲
料
水
、

非
常
食
を
備
蓄
し
て
い
る
が
、

県
内
外
自
治
体
と
の
関
係
づ

く
り
や
防
災
無
線
、
バ
イ
ク

の
活
用
は
地
域
防
災
計
画
見

直
し
で
検
討
す
る
。

町
　
長
　
隣
接
市
町
村
の
状

況
を
踏
ま
え
、
一
部
改
正
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

杉
　
山
　
町
の
次
世
代
を
見

据
え
、
町
の
再
生
に
職
員
Ｏ

Ｂ
や
一
般
か
ら
公
募
し
復
興

対
策
課
を
置
い
て
は
。

町
　
長
　
現
時
点
で
は
既
存

の
課
、
局
で
対
応
。
今
後
必

要
な
ら
設
置
を
検
討
す
る
。

杉
　
山
　
町
の
経
済
発
展
に

は
、
交
流
人
口
増
が
必
要
不

可
欠
で
イ
ン
フ
ラ
と
拠
点
整

備
検
証
を
。

町
　
長
　
人
口
の
交
流
、
受

け
入
れ
は
大
事
で
水
戸
北
Ｉ

Ｃ
、
県
道
整
備
等
も
市
町
村

圏
協
議
会
を
通
じ
促
進
に
当

た
っ
て
い
く
。

罹
災
証
明
と

罹
災
証
明
と
　
　

対
応
に
つ
い

　
対
応
に
つ
い
てて

復
興
対
策
課
設
置

復
興
対
策
課
設
置
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　

支
援
、災
害
物
資
、情
報
伝

支
援
、災
害
物
資
、情
報
伝
達達
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 三  村 　
み むら

 由  利  子 　議員
ゆ り こ

三
　
村
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

ま
ず
電
気
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

町
　
長
　
県
内
全
域
停
電
の

為
、
中
部
電
力
か
ら
の
支
援

で
、
３
月
　
日
七
会
方
面
、

１３

３
月
　
日
夕
刻
に
石
塚
方
面
、

１４

最
後
に
上
入
野
方
面
が
順
次

通
電
と
な
っ
た
。

三
　
村
　
水
道
の
復
旧
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
　
長
　
町
内
全
浄
水
場
が

断
水
し
漏
水
確
認
と
応
急
処

置
後
、
通
常
給
水
は
３
月
　２６

日
か
ら
で
あ
っ
た
。

三
　
村
　
下
水
道
の
被
害
状

況
は
。

町
　
長
　
局
部
液
状
化
現
象

で
管
路
　
カ
所
の
被
害
が

４４

あ
っ
た
。

三
　
村
　
住
民
に
対
す
る
情

報
伝
達
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

町
　
長
　
停
電
に
よ
り
電
話

が
不
通
と
な
り
通
信
手
段
が

絶
た
れ
た
。
情
報
不
足
か
ら

詳
細
に
伝
達
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
初
動
体
制
の
見
直
し

を
し
、
体
制
の
確
立
強
化
し

て
い
き
た
い
。

三
　
村
　
避
難
所
の
開
設
と

管
理
運
営
に
問
題
は
な
か
っ

た
か
。

町
　
長
　
小
松
小
・
石
塚
小
・

常
北
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。

三
　
村
　
避
難
所
に
当
初
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
な
か
っ

た
が
。

町
　
長
　
迷
惑
を
か
け
た
が
、

自
衛
隊
・
リ
ー
ス
会
社
を
当

た
り
対
応
し
た
。

三
　
村
　
避
難
者
を
ど
う
把

握
し
た
か
。
避
難
対
象
外
の

人
も
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
。

町
　
長
　
避
難
者
本
人
に
住

所
氏
名
を
記
入
し
て
も
ら
い
、

避
難
し
て
き
た
理
由
の
問
い

合
わ
せ
は
し
て
な
か
っ
た
。

三
　
村
　
被
災
条
件
は
同
じ

で
地
域
で
我
慢
し
て
い
る
住

民
と
避
難
所
に
お
け
る
水
や

食
料
等
の
支
給
に
格
差
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　
対
応
に
認
識
の
違

い
が
あ
っ
た
。
民
生
委
員
、

三
　
村
　
教
育
施
設
内
で
の

放
射
線
の
管
理
は
ど
う
行
っ

て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
役
場
で
週
２
回
定

時
測
量
し
て
い
る
。

三
　
村
　
プ
ー
ル
の
水
は
検

査
し
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
水
を
検
査
し
現
時

点
で
は
、
放
射
線
物
質
は
不

検
出
だ
っ
た
。

三
　
村
　
校
庭
の
土
壌
の
検

査
は
。

町
　
長
　
補
正
予
算
後
す
す

め
た
い
。

三
　
村
　
他
の
予
算
を
縮
小

し
て
で
も
各
学
校
に
測
定
器

を
配
布
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
予
算
で
各
学
校
に

１
台
ず
つ
設
置
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。

三
　
村
　
屋
根
の
修
理
で
こ

れ
か
ら
出
る
瓦
の
処
分
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

町
　
長
　
町
の
財
政
が
き
び

し
い
の
で
、
今
後
は
個
人
負

担
で
お
願
い
し
た
い
。

区
長
さ
ん
と
話
を
し
て
い
き

た
い
。

震
災
対
策
に
つ
い
て
の
検

震
災
対
策
に
つ
い
て
の
検
証証

放
射
線
対
策
に
つ
い

放
射
線
対
策
に
つ
い
てて
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 関 　 誠一郎 　議員
せき せいいちろう

　
関
　
　

台
座
、
ボ

ル
ト
の
破

損
、
橋
脚

の
ク
ラ
ッ

ク
等
、
甚

大
な
被
害

で
あ
る
が
、

補
修
費
の

負
担
は
。

町
　
長
　
国
の
補
助
３
分
の

2
、
残
り
は
災
害
復
旧
事
業

債
を
１
０
０
％
充
当
す
る
。

　
関
　
　
工
事
の
時
期
は
。

町
　
長
　
　
月
以
降
で
あ
る
。

１１

大桂大橋大桂大橋のの　　　
被害状況につい被害状況についてて

大桂大橋（桂地区）

桂
保
育
所
に
つ
い

桂
保
育
所
に
つ
い
てて

桂保育所（現在）

　
関
　
　
被
害
状
況
は
、
再

会
の
考
え
は
。

町
　
長
　
施
設
全
体
で
崩
壊

し
危
険
で
あ
り
、
休
園
し
て

い
る
。
今
後
民
間
保
育
を
推

進
し
て
行
く
。

　
関
　
　
１
０

０
％
近
く
町
の

業
者
で
施
行
で

き
な
い
か
。

町
　
長
　
特
殊

な
工
法
、
設
備

以
外
は
原
則
町

内
業
者
へ
発
注

を
考
え
て
い
る
。

橋脚部分

震災復旧工事につい震災復旧工事についてて

　
関
　
　
県
に
於
い
て
月
２

回
測
定
し
て
い
る
が
速
や
か

に
公
表
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

掲
載
し
て
い
る
。

　
関
　
　
土
壌
の
検
査
を
し
、

公
表
す
べ
き
で
は
。

町
　
長
　
今
後
は
学
校
施
設

の
土
壌
検
査
を
予
定
し
て
い

る
。
農
地
に
つ
い
て
は
町
は
、

該
当
し
て
い
な
い
。

　
関
　
　
町
で
は
、　

区
の

５４

中
で
　
区
が
組
織
さ
れ
て
い

１２

る
が
、
こ
の
震
災
で
対
応
で

き
た
の
か
。

町
　
長
　
地
域
住
民
が
連
携

し
て
協
働
を
基
本
と
し
た
組

織
で
あ
る
た
め
、
指
導
す
る

時
期
が
あ
れ
ば
指
導
し
て
行

く
。

　
関
　
　
早
急
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
は
。

町
　
長
　
本
年
度
解
体
の
設

計
、
来
年
度
解
体
予
定
で
あ

る
為
早
く
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。

　
関
　
　
今
回
の
震
災
に
於

い
て
も
開
業
し
て
い
る
が
、

庁
舎
建
設
の
先
が
見
え
な
い

中
で
の
建
設
は
次
期
尚
早
で

は
な
い
か
。

町
　
長
　
　
％
負
担
の
過
疎

３０

債
を
使
い
、
又
県
補
助
　
％
１５

が
あ
る
為
こ
の
時
期
に
建
設

し
た
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　

本
庁
舎
に
つ
い

本
庁
舎
に
つ
い
てて

七
会
診
療
所
建
設

七
会
診
療
所
建
設
にに

つ
い
て

つ
い
て
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 三  村 　
み むら

 孝  信 　議員
たか のぶ

三
　
村
　
余
震

が
続
く
中
、
本

庁
舎
、
桂
支
所

庁
舎
と
も
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
。

専
決
処
分
で
解

体
の
設
計
を
し

て
い
る
の
だ
か

ら
、
来
年
度
実

施
と
言
わ
ず
、

す
ぐ
に
で
も
解

体
に
着
手
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　
専
決
を
し
た
整
合

性
か
ら
も
、
で
き
れ
ば
早
い

時
期
に
庁
舎
の
取
り
壊
し
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

三
　
村
　
七
会
診
療
所
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地

域
指
定
に
よ
り
、
過
疎
債
や

県
の
補
助
金
で
、
予
算
額
の

　
％
が
手
当
で
き
る
。
こ
の

８５有
利
な
時
期
に
建
て
替
え
た

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
計
画

の
進
捗
状
況
を
知
り
た
い
。

町
　
長
　
七
会
診
療
所
は
私

が
子
供
の
頃
か
ら
あ
り
、
地

区
に
と
っ
て
大
切
な
施
設
だ
。

建
設
検
討
委
員
会
に
諮
問
し

て
い
る
が
、
結
論
は
ま
だ
だ
。

何
と
か
有
利
な
時
期
に
建
て

替
え
た
い
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

三
　
村
　
全
県
出
荷
停
止
と

な
っ
て
い
る
お
茶
に
つ
い
て
、

被
害
状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
古
内
地
区

が
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
会
地

１７
区
に
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茶
畑

が
あ
り
、
被
害
総
額
は
４
，

５
０
０
万
円
程
度
に
な
る
。

町
　
長
　
生
産
組
合
や
Ｊ
Ａ

と
話
し
合
い
早
期
の
損
害
賠

償
を
求
め
て
い
く
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
てて

三
　
村
　
七
会
地
区
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｐ

フ
ォ
ン
、
桂
地
区
は
、
戸
別

受
信
機
の
全
戸
へ
の
無
償
貸

与
、
常
北
地
区
は
、
難
聴
対

策
と
し
て
申
請
す
れ
ば
１
台

当
た
り
４
万
円
で
、
半
額
は

個
人
負
担
と
な
る
。
常
北
地

区
だ
け
負
担
金
が
発
生
し
て

い
る
が
見
直
す
時
期
で
は
な

い
か
。
独
居
老
人
や
身
障
者
、

難
聴
者
に
は
全
額
補
助
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
　
長
　
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
中
で
統
一
し
た
い
。

そ
の
間
、
５
～
６
年
か
か
る

の
で
、
常
北
地
区
の
難
聴
者

等
に
つ
い
て
は
、
指
摘
さ
れ

た
点
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

本庁舎、桂支所につい本庁舎、桂支所についてて

望楼の撤去作業（550ｔのクレーンを使用）

七
会
診
療
所
に
つ
い

七
会
診
療
所
に
つ
い
てて

農
産
物
に
つ
い

農
産
物
に
つ
い
てて
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 桐原 　 健一 　議員
きりはら けんいち

桐
　
原
　
政
府

は
、
学
校
の
耐

震
化
を
２
０
１

５
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
方
針

を
発
表
し
た
。

本
町
の
小
・
中

学
校
の
耐
震
化

に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長
　
教
育

施
設
で
あ
る
の

で
、
優
先
し
て

耐
震
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

桐
　
原
　
避
難

場
所
と
し
て
の
、

機
能
強
化
す
る

た
め
に
、
備
蓄

倉
庫
や
自
家
発

電
装
置
な
ど
の

整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
　
長
　
七
会

公
民
館
の
ほ
う

に
、
水
が
ボ
ト

ル
で
３
，
０
０

０
本
、
乾
パ
ン
を
５
０
０
食
、

食
料
品
が
５
０
０
食
を
備
蓄

し
て
あ
る
。
自
家
発
電
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

学校耐震化につい学校耐震化についてて

避難場所につい避難場所についてて

修
繕
費
助
成
に
つ
い

修
繕
費
助
成
に
つ
い
てて

桐
　
原
　
半
壊
に
至
ら
な
い

屋
根
瓦
、
塀
、
物
置
な
ど
の

住
宅
の
損
傷
に
町
独
自
の
修

繕
費
助
成
制
度
が
で
き
な
い

か
。

町
　
長
　
役
場
本
庁
舎
を
始

桐
　
原
　
常
北

幼
稚
園
を
民
間

に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
将
来

的
に
は
、
そ
う

い
う
こ
と
も
考

え
て
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が

く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

め
と
す
る
多
く
の
施
設
が
被

災
し
て
お
り
、
復
旧
に
多
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

助
成
制
度
と
い
う
も
の
は
今

は
考
え
て
い
な
い
。

震
災
に
伴
う
塀
、

震
災
に
伴
う
塀
、
　
　
　

屋
根
瓦
の
処
理
に
つ
い

屋
根
瓦
の
処
理
に
つ
い
てて

常北幼稚園につい常北幼稚園についてて

桐
　
原
　
２
週
間
か
３
週
間

と
か
決
め
て
、
も
う
一
度
受

け
入
れ
態
勢
を
お
願
い
で
き

な
い
か
。

町
　
長
　
４
月
　
日
を
も
っ

３０

て
受
け
入
れ
を
終
了
し
た
。

今
後
、
屋
根
瓦
の
処
分
等
に

つ
い
て
は
、
修
理
業
者
に
処

分
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ガレキの集積所となった舟渡団地跡地
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 加  藤 　 文  夫 　議員
か とう ふみ お

加
　
藤
　
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
が
、
町
全
体
に
防
災
体

制
の
確
立
は
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
平
成
７
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
国
や
公
共
団

体
に
す
べ
て
を
任
せ
る
防
災

か
ら
、
役
割
分
担
型
へ
の
防

災
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
全
町
全
区
に
組
織
が
設

置
さ
れ
、
所
期
が
達
成
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
啓
蒙
活

動
と
い
う
も
の
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

加
　
藤
　
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト

及
び
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
数
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

町
　
長
　
茨
城
県
の
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
離
着
陸
す
る

た
め
の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、

現
在
石
塚
小
学
校
・
桂
中
学

校
・
桂
運
動
公
園
・
七
会
中

学
校
の
４
カ
所
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。
緊
急
医
療
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
（
通
称
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
）
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
水
戸

市
の
消
防
本
部
が
現
地
調
査

を
行
い
、
町
内
　
カ
所
を
指

４４

定
し
て
い
る
。

加
　
藤
　
火
災
警
報
器
義
務

化
に
よ
り
町
で
配
布
し
た
警

報
器
の
取
付
率
及
び
指
導
方

法
に
つ
い
て
。

町
　
長
　
去
年
6
月
か
ら
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
義
務
化
が
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
町
内
全
世
帯
に
火

災
警
報
器
を
配
布
し
た
も
の

で
あ
る
。
条
例
で
は
、
罰
則

規
定
は
な
い
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
、
老
人
世
帯

等
へ
設
置
を
、
ま
た
消
防
団

等
の
協
力
を
得
て
、
設
置
指

導
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

加
　
藤
　
事
務
引
き
継
ぎ
が

災
害
等
に
よ
り
、
ミ
ス
が
多

い
の
で
は
。

町
　
長
　
単
純
な
う
っ
か
り

ミ
ス
な
の
で
、
今
後
発
生
し

な
い
よ
う
職
員
を
指
導
し
て

い
き
た
い
。

加
　
藤
　
昭
和
　
年
こ
ろ
着

５４

工
し
た
バ
イ
パ
ス
の
完
成
は
。

町
　
長
　
県
道
阿
波
山
徳
蔵

孫
根
バ
イ
パ
ス
は
大
字
錫
高

野
と
大
字
高
根
を
結
ぶ
道
路

で
あ
る
が
、
県
か
ら
は
完
成

ま
で
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く

年
月
が
か
か
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

都
市
建
設
課
長
　
錫
高
野
側

の
約
６
０
０
ｍ
区
間
が
合
併

市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
支
援

事
業
の
三
ツ
塙
線
と
し
て
整

備
し
、
こ
の
夏
に
は
、
県
道

の
錫
高
野
線
に
接
続
す
る
。

残
り
の
約
１
，
９
０
０
ｍ
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
と
、
県
に

対
し
て
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

地
域
の
防
災
に
つ
い

地
域
の
防
災
に
つ
い
てて

広
域
農
道
に
つ
い

広
域
農
道
に
つ
い
てて

職
員
異
動
に
つ
い

職
員
異
動
に
つ
い
てて

工事状況（錫高野地内）

配布になった火災警報器

高根地区自主防災会防災マップ




